


●「Ｄｕｃｓｔ」（ダックスト）は、ＳＣストランドで培った技術を余すことなく発揮した、最強の二重防錆被膜を有す

　る超耐久性ＰＣ鋼より線です。�

●「Ｄｕｃｓｔ」は、全素線を亜鉛めっき被膜（一次防錆層）とエポキシ樹脂被膜（二次防錆層）にて防錆した、世界

　初の全素線二重防錆ＰＣ鋼より線です。�

��

●亜鉛めっきは、優れた防錆性能を有していますが、経年により亜鉛層が消費されるため、防錆性能保持期間が

　限られています。亜鉛層の外周にエポキシ樹脂層を設けることにより、亜鉛の経年消費を抑制します。�

�

●エポキシ樹脂被膜は耐塩性、耐酸性、耐アルカリ性に優れていますが、被膜に傷がつくと、傷部の防錆性能は 

　低下します。万一、エポキシ樹脂被膜に傷がついても下層部の亜鉛めっきにより防錆性能が保持されています。�

溶融亜鉛めっきの腐食速度は、年間５～１０ｇ／ｍ2 といわれています。このめっき腐食を抑制するために、めっき表

面に素地調整を施して、エポキシ樹脂静電粉体塗装により、二次防錆被膜を形成します。素地調整により、一次防錆

層と二次防錆層は完全に密着し、優れた防錆性能を発揮します。�

ＰＣ鋼より線のような高張力鋼は亜鉛めっきを施すと、めっき温度の影響により機械的性質（引張荷重や降伏耐

力）が低下します。「Ｄｕｃｓｔ」は特殊製造法により裸ＰＣ鋼より線と同じ線径で同等の機械的性質を確保するこ

とに成功しました。�

ＰＣ鋼より線として最強の防錆性能を完成！�

防錆性能�

機械的性質�

製品の種類と用途�

Ｄｕｃｓｔとは�

Ｄｕａｌ Ｕｌｔｒａ Ｃｏａｔ�

土木構造物、建築構造物、塩害地域橋梁、港湾構造物、海洋構
造物、特に腐食環境の著しい場所の構造物に最適。�

防食性と摩擦抵抗に優れているので、建築構造物や各種アン
カー、特に腐食環境の著しい場所の永久アンカーや外ケーブル、
斜張ケーブルに最適。�

種　類� 記　号� プレストレス導入方式� 主　た　る　用　途�

「Ｄｕｃｓｔ」�

「Ｄｕｃｓｔアンボンド」�

Ｄｕｃ－Ｓ�

Ｄｕｃ－Ｕ1
ポストテンション�

プレテンション�
ポストテンション�

Ｄｕｃ－Ｕ2

�

種類�

ＪＩＳ�
記号�

SWPR7B

SWPR7B

７７４�

１,１０１�

２７０� 亜鉛�
めっき�

ポリエ�
チレン�

ポリエ�
チレン�

エポキシ�

２７０�

０.２�

０.２�

１.１�

１.１�

０.７�

０.７�

１８.６
�

２１.１
�

7本より�
12.7

7本より�
15.2

単位�
質量�
（g/m）�

標準�
外径�
（mm）�

ａ�
（g/m2）�

ｂ�
（mm）�

ｃ�
（mm）�

ｄ�
（mm）�

ａ� ｂ� ｃ� ｄ�呼び名�

防錆被膜または被覆仕様�

標準被膜または被覆厚さ� 被膜または被覆合成樹脂の種類�

種類�

ＪＩＳ�
記号�

SWPR7B

SWPR7B

７７４�

１,１０１�

２７０� 亜鉛�
めっき�

ポリエ�
チレン�

エポキシ� ー�

２７０�

０.２�

０.２�

１.１�

１.１�

ー�

ー�

１７.１
�

１９.６
�

7本より�
12.7

7本より�
15.2

単位�
質量�
（g/m）�

標準�
外径�
（mm）�

ａ�
（g/m2）�

ｂ�
（mm）�

ｃ�
（mm）�

ｄ�
（mm）�

ａ� ｂ� ｃ� ｄ�呼び名�

防錆被膜または被覆仕様�

標準被膜または被覆厚さ� 被膜または被覆合成樹脂の種類�

種類�

ＪＩＳ�
記号�

SWPR7B

SWPR7B

７７４�

１,１０１�

２７０�
亜鉛�
めっき�

エポキシ� ー� ー�

２７０�

０.２�

０.２�

ー�

ー�

ー�

ー�

１３.９
�

１６.４
�

7本より�
12.7

7本より�
15.2

単位�
質量�
（g/m）�

標準�
外径�
（mm）�

ａ�
（g/m2）�

ｂ�
（mm）�

ｃ�
（mm）�

ｄ�
（mm）�

ａ� ｂ� ｃ� ｄ�呼び名�

防錆被膜または被覆仕様�

標準被膜または被覆厚さ� 被膜または被覆合成樹脂の種類�

R

特許第2552604号�

■「Ｄｕｃｓｔアンボンド」（Ｄｕｃ－Ｕ２）�

■「Ｄｕｃｓｔアンボンド」（Ｄｕｃ－Ｕ１）�

■「Ｄｕｃｓｔ」（Ｄｕｃ－Ｓ）�

製品の形状�

全素線二重防錆ストランド「Ｄｕｃｓｔ」。�

特許第2055731号�

ＰＣ鋼より線� エポキシ被膜ｂ� ポリエチレン被覆ｄ　�ポリエチレン被覆ｃ�充填材（グリース、ワックス）�亜鉛めっきａ�

ＰＣ鋼より線� エポキシ被膜ｂ� ポリエチレン被覆ｄ　�充填材（グリース、ワックス）�亜鉛めっきａ�

ＰＣ鋼より線� エポキシ被膜ｂ�亜鉛めっきａ�



ＰＣ鋼より線製造工程内で素線一本一本に亜鉛めっきを施し、亜鉛めっきＰＣ鋼より線を製造します。その次に、素線一

本ごとにエポキシ樹脂静電粉体塗装を行い、二重防錆層を形成します。品質は、工程検査と製品検査により厳重にチェ

ックされます。�

＜亜鉛めっき工程＞�

線材受入検査�

洗　線�

伸　線�

酸　洗�

水　洗�

フラックス�

乾　燥�

めっき�

ストランディング�

亜鉛めっきＰＣ鋼より線�

＜静電粉体塗装工程＞�

膜厚検査�

ピンホール検査�

巻　取�

製品検査�

出　荷�

製造方法� 製品性能�

亜鉛めっきＰＣ鋼より線�

亜鉛めっきＰＣ鋼�
より線アンコイラー�

緩　開�

心線調整�

表面処理�

静電粉体塗装�

冷　却�

緩　閉�

●外観検査�

●ピンホール検査�

●膜厚検査�

工程検査�

●耐衝撃性試験�

●曲げ試験�

●被膜の硬度試験�

●被膜の硬化度試験�

●被膜の追随性試験�

●引張試験�

製品検査�

塩水噴霧試験�

JIS Z 2371｢塩水噴霧試験方法｣（噴霧塔方式）により、

塩水噴霧試験を行った。�
試験時間�

試験溶液：塩化ナトリウム（NaCl）pH6.5～7.2�
試験時間：2,000時間�

内部・外部ともに発錆、膨れ、はくり無し。�

「Ducst」 2,000時間試験後の表面状態�

側線緩閉状況�

「Ducst」 2,000時間試験後の内部状況�

試験結果�

試験後塗膜下状況（「Ｄｕｃｓｔ」無緊張、人工傷有）� 試験後内部状況（「亜鉛めっきＰＣ鋼より線」無緊張、人工傷有）�

200時間�

異常なし�

軽微な白錆（傷部）�

白錆（全体）�

白錆（全体）�

�

無�

有�

無�

有�
亜鉛めっきＰＣ鋼より線�

傷の有無�
試験経過時間と発錆状況�

供試体種類�

「Ｄｕｃｓｔ」�

500時間�

異常なし�

軽微な白錆（傷部）�

白錆（全体）�

白錆（全体）�

1,000時間�

異常なし�

白錆（傷部）�

赤錆（全体）�

赤錆（全体）�

2,000時間�

異常なし�

軽微な赤錆（傷部）�

赤錆（全体）�

赤錆（全体）�

素線試験片の質量変化�

より線の塩水噴霧試験結果�



引張試験�

乾湿繰返し試験�

引張試験によれば、「Ｄｕｃｓｔ」はＪＩＳＧ3536に規定され

たＰＣ鋼より線の機械的性質規格値を満足していることが

確認された。また、破断後の破面は延性破面であることが

確認された。�

長期的な塩害に対する防錆性能を確認する目的で乾湿繰

返し試験を行った。�

試験条件�

上：亜鉛めっきPC鋼より線（母材）　下：｢Ducst｣�

試験溶液：塩化ナトリウム（NaCl）3％溶液�
試 験 片：φ12.7「Ducst」をコンクリート（開口あり）に埋め込み、�
　　　　　0.8Pyで緊張して、84サイクルの乾湿繰返し。�
　　　　　（亜鉛めっきPC鋼より線を比較材とした）�

引張荷重（kN）�

0.2％オフセット荷重（kN）�

伸び（%）�

試験後�

「Ducst」�

191

170.9

11.8

試験後�

亜鉛めっきPC鋼より線�

189.5

170.8

9.07

試験結果�

素線名�

試験前�

試験後�

損耗率または変化率�

試験前�

試験後�

損耗率または変化率�

心線（ｍｍ）�

4.86�

4.92�

�

4.41�

4.37�

0.9％�

�

側線１（ｍｍ）�

4.68�

4.69�

�

4.28�

4.22�

1.4％�

側線2（ｍｍ）�

4.71�

4.69�

�

4.27�

4.20�

1.6％�

側線3（ｍｍ）�

4.69�

4.71�

�

4.26�

4.21�

1.2％�

側線4（ｍｍ）�

4.65�

4.70�

�

4.27�

4.21�

1.4％�

側線5（ｍｍ）�

4.66�

4.68�

�

4.26�

4.17�

2.1％�

側線6（ｍｍ）�

4.69�

4.68�

�

4.26�

4.17�

2.1％�

Ｐｕ（ｋＮ）�

192.2�

191�

�

190.3�

189.5

Ｐｙ（ｋＮ）�

170.7�

170.9�

変化なし�

170.8�

170.8�

変化なし�

伸び（％）�

10.57�

11.8�

�

9.42�

9.07

供試体種類�

「Ｄｕｃｓｔ」�

亜鉛めっき�

ＰＣ鋼より線�

観察窓部のみ�

錆び発生�

錆び・膨れ等は�

全く認められ�

なかった�

腐食状況�
断面の損耗状況（素線径の変化）�

変化なし�

機械的性質の変化状況�

乾湿繰返し結果�

12.7ｍｍの引張試験結果�

「Ｄｕｃｓｔ」�

亜鉛めっきＰＣ鋼より線�

引張荷重�

（ｋＮ）�

192.2

190.3

伸び�

（％）�

10.57

9.42

試験結果�

０．２％永久伸びに�

対する荷重（ｋＮ）�
供試体種類�

170.7

170.8

JIS G 3536 ≧183 ≧3.5≧156
引張試験状況�

「亜鉛めっきPC鋼より線」� 「Ducst」�

耐おもり落下性試験�

「Ｄｕｃｓｔ」の撃芯が直接あたった部分に少々の凹みが生じたが、その周辺には割れ、ふくれ及びはくり等が全く確認されなかっ

た。また、ＳＣストランドの結果と同等であることから、「Ｄｕｃｓｔ」の防錆被膜は亜鉛めっきに塗装した場合においても、密着性が

低下しないことが確認された。�

「Ｄｕｃｓｔ」１２．７ｍｍ試験結果� 「Ｄｕｃｓｔ」１５．２ｍｍ試験結果�

ＳＣストランド�

供試体種類�

「Ｄｕｃｓｔ」�

3�

異常なし�

異常なし�

異常なし�

2�

異常なし�

異常なし�

異常なし�

1�

異常なし�

異常なし�

異常なし�

�

φ12.7�

φ15.2�

φ12.7

Ｄｕｃｓｔ、Ｄｕｃｓｔアンボンド共に、荷姿は被膜あるいは被覆損傷を

防ぐために木製ドラム巻取とし、適切な梱包を行い「標準質量」は、

（1,000ｋｇ）または（2,000ｋｇ）とする。�

■荷姿�

Ｄ�

（ｍｍ）�

1,260�

1,440

�

�

1ｔｏｎ用�

2ｔｏｎ用�

ドラム種類�
d�

（ｍｍ）�

760�

760

H�

（ｍｍ）�

826�

826

h�

（ｍｍ）�

730�

730

t�

（ｍｍ）�

24×2�

24×2

φ�

（ｍｍ）�

130�

130

φ1�

（ｍｍ）�

70�

70

A�

（ｍｍ）�

255�

255

質量�

（kg）�

110�

130

●木製ドラム寸法�

建設技術審査証明書取得（平成16年3月25日）�

耐おもり落下性試験結果�

ｈ�

Ｄ�ｄ�
Ａ�

φ�φ�

φ1

Ｄ�ｄ�
Ａ�

ｔ�
Ｈ�

φ1

＜標準木製ドラム仕様＞�
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